
平成30年度豊かなむらづくり全国表彰事業 東海ブロック受賞地区の概要 

 

【東海農政局長賞】     

 受賞団体：農事組合法人 伊熊営農クラブ（愛知県豊田市） 

      ～ 地域全体で営農し、耕作放棄地の解消と移住者の受け入れで地域を活性化 ～ 

 

１ むらづくりの動機、背景、経緯 

 

  伊熊地区は、豊田市の北部に位置する山間地域の集落である。豊田市の旧旭町の中でも高齢化が進んでい

ることから、今後、地域の営農、集落活動が困難になるとの危機感が芽生え、平成23年度に伊熊地区の今後

のむらづくりを検討することとなった。 

集落での話し合いにより、伊熊地区を分析し地域の強みと弱みをまとめた「伊熊カルテ」を作成した後、

今後の取組目標を定めた「伊熊組集落ビジョン」を策定し、伊熊地区ならではの集落営農組織の設立を目指

した。 

平成 24年 4月に集落営農組織「伊熊営農クラブ」を設立し、高齢化により耕作できない水田の作業を請

け負い、集落全体で営農に取り組む体制を整えた。さらに平成29年12月、集落全体で営農し、地元への定

住希望者を雇用できる環境を整えるため、法人化した。 

 

２ むらづくりの内容 

 

(1)  農業生産の取組 

  伊熊営農クラブは、水稲の作業受託、農薬や肥料の共同購入などにより、収益

の増加に努めている。また、収穫した米を地元スーパーなどに直接販売し、農業

収入の確保につなげている。 

 大豆、黒豆の選別に、隣接の営農組合と共同利用している機械を使用し、経費

の低減に努めている。 

(2)  耕作放棄地解消等の取組 

  企業等と協力、また、女性組織と協力して野菜を作付けすることで、耕作放棄地の

解消に取り組んでいる。伊熊営農クラブ設立後、地区内に新たな耕作放棄地の発生はない。さらに、「あいち

森と緑づくり事業」を活用して地域の森林整備にも取り組んでいる。 

(3)  新規就農者の育成 

  豊田市が設置した農業研修施設「農ライフ創生研修センター旭研修所」の管理・研修指導の業務を受託し、

毎年、10名程度の研修生を受け入れ、技術指導を行っている。このうち、毎年１名を水田作のオペレーター

として養成している。研修生は研修修了後、近隣地域で水田作のオペレーターとして就農し、周辺地域を含

めた新規就農者の育成に大きな役割を果たしている。 

(4)  企業の農業研修体験の受入の取組 

  伊熊営農クラブは、県内企業の２社を中心に農業体験を受け入れている。１社

は社員研修の一環として、月１回の野菜栽培に加え、田植え、稲刈り体験を行っ

ている。また、別の１社も月１回の農業体験に加え、収穫物を原料とした日本酒

を商品化している。このことによって、地区内の耕作放棄地の解消に努めている。 

(5) 移住者を受け入れる取組 

伊熊地域は、企業の農業研修体験の受入など、都市住民との交流に積極的に取り組んで

きた。都市住民を受け入れる土壌があるため、Ｉターン者で２名と１家族、Ｕターン者（移

住者）で１家族を受け入れ、平成 22 年に中学生以下の子供がいなくなった伊熊地区に現在７名の子供が生

活するようになり、地域全体の活性化に大きく寄与している。 

 

３ 今後の展開方向 

今までの水田作中心の経営に加え、今後はハウスによるほうれんそうの栽培にも取り組み、他の団体、企

業と連携した遊休農地の解消、都市住民の受け入れの活動の継続と発展が期待できる。 

農事組合法人設立総会 

企業の農業体験 


